
(57)【要約】

【課題】ディスプレー上の映像の揺れを抑制し、術者に

快適な視覚環境を付与する内視鏡保持装置を提供する。

【解決手段】患者に挿入した内視鏡１４で映し出したデ

ィスプレー上の映像を看て手術を行なうに際し、該内視

鏡を操作自在に保持する内視鏡保持装置において、手術

台に近接して位置調節自在に配置され、患部上方付近に

先端を臨ませ得るアーム２４と、アームの先端近傍に配

設され、内視鏡が体腔に挿入される部位Ｐを略中心とし

て、平面座標上の円弧を描いて左右方向に移動可能な第

１保持部３４と、第１保持部に配設され、内視鏡挿入部

位を略中心として、垂直座標上の円弧を描いて上下方向

に移動可能な第２保持部３６と、第２保持部に配設され

、内視鏡挿入部位を通過点とする斜め前後方向に移動可

能な第３保持部３８とからなり、内視鏡は第３保持部に

斜め前後方向の軸線に沿って保持されるよう構成した。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 の 体 腔 に 挿 入 し た 内 視 鏡 （ １ ４ ） に よ り 得 ら れ る 内 臓 諸 器 官 の 映 像 を 外 部 デ ィ ス プ レ
ー （ １ ６ ） に 映 し 出 し 、 術 者 は 該 デ ィ ス プ レ ー （ １ ６ ） 上 の 映 像 を 看 て 手 術 を 行 な う 内 視
鏡 下 外 科 手 術 に 際 し 、 前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） を 術 者 の 指 示 に 従 い 操 作 自 在 に 保 持 す る 内 視 鏡
保 持 装 置 に お い て 、
手 術 台 （ １ ０ ） に 近 接 し て 位 置 調 節 自 在 に 配 置 さ れ 、 前 記 患 者 の 患 部 上 方 付 近 に 先 端 を 臨
ま せ 得 る ア ー ム （ ２ ４ ） と 、
前 記 ア ー ム （ ２ ４ ） の 先 端 近 傍 に 配 設 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） が 体 腔 に 挿 入 さ れ る 部 位
（ Ｐ ） を 略 中 心 と し て 、 平 面 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 左 右 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 保 持 部 （ ３
４ ） と 、
前 記 第 １ 保 持 部 （ ３ ４ ） に 配 設 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） の 体 腔 挿 入 部 位 （ Ｐ ） を 略 中 心
と し て 、 垂 直 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 上 下 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 保 持 部 （ ３ ６ ） と 、
前 記 第 ２ 保 持 部 （ ３ ６ ） に 配 設 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） の 体 腔 挿 入 部 位 （ Ｐ ） を 通 過 点
と す る 斜 め 前 後 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ３ 保 持 部 （ ３ ８ ） と か ら な り 、
前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） は 、 前 記 第 ３ 保 持 部 （ ３ ８ ） に 前 記 斜 め 前 後 方 向 の 軸 線 に 沿 っ て 保 持
さ れ る よ う 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 保 持 部 （ ３ ４ ） は 、 前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） の 体 腔 挿 入 部 位 （ Ｐ ） を 略 中 心 と す る 平
面 座 標 上 の 円 弧 を 有 す る 第 １ 円 弧 板 （ ４ ２ ） と 、 こ の 第 １ 円 弧 板 （ ４ ２ ） 上 を 案 内 さ れ て
制 御 下 に 左 右 へ の 円 弧 移 動 を 行 な う 第 １ ス ラ イ ダ （ ４ ４ ） と か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視
鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 円 弧 板 （ ４ ２ ） は 、 一 方 の 側 面 に 円 弧 状 ガ イ ド 部 （ ４ ６ ） を 備 え る と 共 に 、 他 方
の 側 面 に 円 弧 状 ラ ッ ク （ ４ ８ ） を 備 え 、
前 記 第 １ ス ラ イ ダ （ ４ ４ ） は 該 円 弧 状 ガ イ ド 部 （ ４ ６ ） に 案 内 さ れ る サ ド ル 部 （ ５ ０ ） を
備 え る と 共 に 、 前 記 円 弧 状 ラ ッ ク （ ４ ８ ） に 噛 合 し て 左 右 へ の 円 弧 移 動 を 付 与 す る モ ー タ
駆 動 の 第 １ ピ ニ オ ン ギ ヤ （ ５ ６ ） を 備 え る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ 保 持 部 （ ３ ６ ） は 、 前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） の 体 腔 挿 入 部 位 （ Ｐ ） を 略 中 心 と す る 垂
直 座 標 上 の 円 弧 を 有 す る 第 ２ 円 弧 板 （ ５ ８ ） と 、 こ の 第 ２ 円 弧 板 （ ５ ８ ） 上 を 案 内 さ れ て
制 御 下 に 上 下 へ の 円 弧 移 動 を 行 な う 第 ２ ス ラ イ ダ （ ６ ０ ） と か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視
鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ 円 弧 板 （ ５ ８ ） は 、 一 方 の 側 面 に 円 弧 状 ガ イ ド 部 （ ６ ２ ） を 備 え る と 共 に 、 他 方
の 側 面 に 円 弧 状 ラ ッ ク （ ６ ４ ） を 備 え 、
前 記 第 ２ ス ラ イ ダ （ ６ ０ ） は 該 円 弧 状 ガ イ ド 部 （ ６ ２ ） に 案 内 さ れ る サ ド ル 部 （ ６ ６ ） を
備 え る と 共 に 、 前 記 円 弧 状 ラ ッ ク （ ６ ４ ） に 噛 合 し て 上 下 へ の 円 弧 移 動 を 付 与 す る モ ー タ
駆 動 の 第 ２ ピ ニ オ ン ギ ヤ （ ７ ２ ） を 備 え る 請 求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ３ 保 持 部 （ ３ ８ ） は 、 前 記 第 ２ 保 持 部 （ ３ ６ ） に 配 設 さ れ て 前 記 斜 め 下 方 に 前 進 移
動 お よ び 後 退 移 動 が 可 能 な リ ニ ア ス ラ イ ダ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 リ ニ ア ス ラ イ ダ と し て の 第 ３ 保 持 部 （ ３ ８ ） は 、 そ の 長 手 方 向 の 一 側 面 に 直 線 状 ラ ッ
ク （ ７ ６ ） を 備 え 、 前 記 第 ２ 保 持 部 （ ３ ６ ） に 配 設 し た モ ー タ 駆 動 の 第 ３ ピ ニ オ ン ギ ヤ （
８ ０ ） を 前 記 直 線 状 ラ ッ ク （ ７ ６ ） に 噛 合 さ せ る こ と で 、 該 リ ニ ア ス ラ イ ダ に 斜 め 前 後 方
向 の 移 動 を 付 与 す る 請 求 項 ６ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） は 、 第 ３ 保 持 部 （ ３ ８ ） に 永 久 磁 石 （ ８ ４ ） を 介 し て 着 脱 自 在 に 保 持
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さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ３ 保 持 部 （ ３ ８ ） に 保 持 さ れ る 内 視 鏡 （ １ ４ ） は 、 前 記 斜 め 前 後 方 向 の 軸 線 を 中 心
に 周 方 向 に 回 動 角 度 の 調 節 自 在 に 回 転 さ せ 得 る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 保
持 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 １ ピ ニ オ ン ギ ヤ （ ５ ６ ） を 駆 動 す る 第 １ モ ー タ （ ５ ４ ） 、 第 ２ ピ ニ オ ン ギ ヤ （ ７ ２
） を 駆 動 す る 第 ２ モ ー タ （ ７ ０ ） お よ び 第 ３ ピ ニ オ ン ギ ヤ （ ８ ０ ） を 駆 動 す る 第 ３ モ ー タ
（ ７ ８ ） は 、 前 記 術 者 の 指 示 に 従 っ て 電 気 的 な 各 操 作 が な さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 保
持 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 術 者 に よ る 指 示 は 、 ハ ン ド 操 作 、 フ ッ ト 操 作 、 音 声 操 作 等 の 電 気 的 制 御 系 を 介 し て 前
記 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ モ ー タ （ ５ ４ ， ７ ０ ， ７ ８ ） に 与 え ら れ る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 内 視
鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 ア ー ム （ ２ ４ ） は 、 手 術 台 （ １ ０ ） に 近 接 し て 立 設 し た 直 立 支 柱 （ ２ ６ ） と 、 こ の 直
立 支 柱 （ ２ ６ ） の 上 部 に 枢 支 さ れ て 所 要 中 心 角 で 水 平 に 旋 回 可 能 な 第 １ ア ー ム （ ２ ８ ） と
、 こ の 第 １ ア ー ム （ ２ ８ ） に 枢 支 さ れ て 所 要 中 心 角 で 水 平 に 旋 回 可 能 な 第 ２ ア ー ム （ ３ ０
） と 、 こ の 第 ２ ア ー ム （ ３ ０ ） に 枢 支 さ れ て 所 要 中 心 角 で 水 平 に 旋 回 可 能 な 第 ３ ア ー ム （
３ ２ ） と か ら な る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 直 立 支 柱 （ ２ ６ ） は 、 モ ー タ 駆 動 に よ り 所 要 距 離 だ け 上 下 に 移 動 可 能 で あ っ て 、 前 記
第 ３ ア ー ム （ ３ ２ ） に 取 付 け た 内 視 鏡 保 持 装 置 （ ２ ２ ） と 前 記 患 者 の 患 部 と の 間 に 所 要 の
高 さ を 設 定 し 得 る よ う に な っ て い る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 内 視 鏡 （ １ ４ ） は 、 カ ニ ュ ー レ （ １ ８ ） を 介 し て 前 記 患 者 の 体 腔 に 挿 入 さ れ る 請 求 項
１ 記 載 の 内 視 鏡 保 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 内 視 鏡 保 持 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 、 内 視 鏡 に よ り 得 ら れ る デ ィ ス プ レ ー 上
の 映 像 の 揺 れ を 極 力 抑 制 す る こ と が で き て 、 該 映 像 を 看 な が ら 内 視 鏡 下 手 術 を 行 な う 術 者
そ の 他 の 医 療 技 術 者 に 快 適 な 視 覚 環 境 を 提 供 し 得 る 新 規 な 内 視 鏡 保 持 装 置 に 関 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
患 者 の 内 臓 諸 器 官 に 疾 患 が 発 見 さ れ 、 医 師 の 診 察 に よ り 患 部 の 手 術 が 必 要 と な っ た 場 合 は
、 該 患 部 の 部 位 に 応 じ て 腹 腔 や 胸 腔 （ 以 下 体 腔 と い う ） を 切 開 し て 手 術 を 行 な う こ と に な
る 。 例 え ば 胃 、 腸 、 肝 臓 等 の 手 術 に 当 っ て は 、 腹 部 を 切 開 し た 後 に 該 切 開 個 所 を 縫 合 し 、
少 な く と も 創 口 が 塞 が る ま で 入 院 治 療 す る こ と を 要 し て い る 。 こ の よ う な 手 術 は 、 症 例 に
よ っ て は か な り の 長 さ に 亘 る 腹 部 や 胸 部 の 切 開 が 必 要 と さ れ 、 し か も 麻 酔 が 切 れ た 後 に お
け る 創 部 の 疼 痛 が 大 き く 、 ま た 入 院 期 間 も 一 般 に 長 期 化 す る 等 の 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の た め 最 近 で は 、 患 者 の 負 担 を 軽 減 さ せ る た め に 、 手 術 す べ き 患 部 の 状 況 如 何 に 応 じ て
内 視 鏡 下 手 術 が 実 施 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 下 手 術 は 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う に 、 手 術 台
１ ０ に 仰 臥 し て い る 患 者 １ ２ の 体 腔 （ こ こ で は 腹 腔 ） に 、 先 端 に 小 型 の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ を 組
み 込 ん だ 内 視 鏡 １ ４ を 挿 入 し 、 該 内 視 鏡 １ ４ に よ り 得 ら れ る 内 臓 諸 器 官 の 映 像 を デ ィ ス プ
レ ー １ ６ に 映 し 出 す と 共 に 、 術 者 は 該 デ ィ ス プ レ ー 上 の 映 像 を 直 接 視 認 し な が ら 手 術 を 行
な う と い う も の で あ る 。 す な わ ち 内 視 鏡 下 手 術 に 際 し て は 、 患 部 に 内 視 鏡 を 挿 通 さ せ る に
必 要 な 最 小 限 の 切 開 を 行 な い 、 そ の 開 口 に 挿 入 し た カ ニ ュ ー レ １ ８ （ ス リ ー ブ 状 の 挿 管 ）
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を 介 し て 前 記 内 視 鏡 １ ４ を 差 し 込 み 、 ま た 炭 酸 ガ ス を 必 要 量 注 入 し て 体 腔 を 膨 満 さ せ る こ
と で 内 視 鏡 １ ４ の 視 野 お よ び 動 き の 自 由 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
前 記 内 視 鏡 １ ４ に よ り 捕 捉 さ れ た 内 臓 諸 器 官 の 画 像 は 、 デ ィ ス プ レ ー １ ６ に 映 像 と し て 映
し 出 さ れ 、 術 者 （ 執 刀 者 ） は そ の 映 像 を 直 視 し つ つ 電 気 メ ス や 超 音 波 メ ス 、 そ の 他 縫 合 具
等 の 手 術 具 を 操 作 し て 手 術 を 進 行 さ せ る 。 こ れ ら の メ ス や 縫 合 具 は 、 同 じ く 患 部 付 近 の 体
腔 に 挿 入 さ れ る 鉗 子 ２ ０ に 付 帯 的 に 設 け た も の が 殆 ど で あ る が 、 該 鉗 子 ２ ０ と は 別 に 単 独
の 手 術 具 と し て の メ ス や 縫 合 具 が 体 腔 挿 入 さ れ る 場 合 も あ る 。 ま た 前 記 術 者 以 外 の 医 師 や
医 療 従 事 者 が 、 助 手 と し て 前 記 内 視 鏡 １ ４ を 手 術 中 ず っ と 手 で 保 持 し て い る 。 術 者 は 、 手
術 の 進 行 に 伴 な う 手 術 部 位 や 要 観 察 部 位 の 変 化 に 応 じ て 助 手 に 口 答 で 指 示 を 出 し 、 こ の 指
示 の 下 に 助 手 は 該 内 視 鏡 １ ４ を 動 か し て デ ィ ス プ レ ー １ ６ 上 に 必 要 な 術 野 を 確 保 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 述 し た 内 視 鏡 下 手 術 は 、 患 者 の 体 腔 に 内 視 鏡 、 鉗 子 、 メ ス 等 の 手 術 具 を 夫 々 挿 入 す る の
に 必 要 な 小 さ い 切 開 部 （ ５ ケ 所 程 ） を 設 け る だ け な の で 、 創 部 の 疼 痛 の 低 さ （ 非 侵 襲 性 ）
や 、 入 院 か ら 日 常 生 活 へ の 復 帰 の 早 さ 等 の 点 で 優 位 性 が 大 き く 、 今 後 の 外 科 治 療 の 本 流 に
な る と 予 想 さ れ て い る 。 そ の 反 面 、 細 長 い 内 視 鏡 や 鉗 子 類 の 精 密 な 操 作 を 要 す る 手 術 で あ
る の で 、 大 開 腹 手 術 に 比 べ て 手 術 時 間 が 長 く な る 傾 向 が あ る 。 こ の よ う に 内 視 鏡 下 手 術 で
は 一 般 に 手 術 時 間 が 長 く な る が 、 前 述 の 如 く 助 手 は 内 視 鏡 を 手 術 時 間 中 ず っ と 手 で 保 持 し
て い な け れ ば な ら な い 。 こ の 内 視 鏡 を 保 持 す る 手 の ブ レ は 、 直 ち に 前 記 デ ィ ス プ レ ー に お
け る 映 像 の ブ レ と し て 表 わ れ る の で 、 モ ニ タ ー 画 面 を 看 な が ら 手 術 を 行 な う 関 係 者 に 不 都
合 を 与 え る こ と に な る 。 従 っ て 内 視 鏡 の 保 持 を 担 当 す る 助 手 は 、 手 術 の 間 手 ブ レ を 極 力 生
じ な い よ う 精 神 を 集 中 し 、 か つ 非 生 理 的 な 同 一 姿 勢 を 維 持 す る こ と に 努 め る 結 果 と し て 、
手 や 指 の 痺 れ や 震 え 等 の 肉 体 的 な 後 遺 症 状 に 悩 ま さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 内 視 鏡 保 持 者 （ 助 手 ） は 、 手 術 の 進 行 に 伴 な う 術 者 の 指 示 に 即 応 し て 、 該 内 視 鏡 を 患
部 の 前 後 ・ 左 右 ・ 上 下 の 各 方 向 （ ま た は こ れ ら の 合 成 方 向 ） に 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。 こ
の と き の 内 視 鏡 の 移 動 も 手 操 作 に よ り 行 な わ れ る か ら 、 長 時 間 に 亘 る 内 視 鏡 の 保 持 に よ る
手 振 れ の 場 合 と 同 様 に （ 長 時 間 で な く と も 、 個 人 差 に よ り 手 振 れ を 生 じ 易 い 人 も あ る ） 、
前 記 デ ィ ス プ レ ー 上 の 画 像 に チ ラ つ き や ブ レ を 生 じ 易 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 助 手 が 手 で 内 視 鏡 を 保 持 す る 作 業 を 機 械 的 な 保 持 に 置 き 換 え る 試 み が 既 に な さ れ 、
ま た 一 部 で 実 用 化 も 図 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び 該 文 献 に 添 付 の 第 １ 図 、 第
２ 図 お よ び 第 １ ４ 図 に は 、 内 視 鏡 １ ８ や 手 術 器 具 １ ４ ２ を 複 数 の 関 節 を 備 え た ロ ボ ッ ト ア
ー ム で 保 持 す る 提 案 が な さ れ て い る 。 そ し て 夫 々 の 関 節 に は 回 転 式 ア ク チ ュ エ ー タ が 設 け
ら れ 、 各 ア ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 操 作 す る こ と で 該 ア ー ム を 術 者 の 希 望 す る 個 所 へ 移 動 さ せ
得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ ２ ９ ８ ０ １ ３ 号 公 報 　 （ 第 ６ 欄 第 １ ４ 行 ～ 第 ７ 欄 第 １ ３ 行 、 第 １ 図 、 第 ２ 図 、 第
１ ４ 図 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 す べ き 課 題 】
前 記 の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る ロ ボ ッ ト ア ー ム は 、 複 数 の 関 節 に 対 応 的 に 設 け た 回 転 式 ア
ク チ ュ エ ー タ を 駆 動 す る こ と で 、 ア ー ム 先 端 に 保 持 し た 内 視 鏡 に 所 要 の 移 動 を 与 え る も の
で あ る か ら 、 こ れ は 動 作 原 理 か ら 云 え ば 所 謂 「 水 平 多 関 節 」 系 の マ ニ ュ ピ レ ー タ に 外 な ら
な い 。 し か し 水 平 多 関 節 系 の マ ニ ュ ピ レ ー タ で あ る た め に 、 内 視 鏡 手 術 に 際 し 術 者 の 指 示
な い し 遠 隔 操 作 に よ り 該 マ ニ ュ ピ レ ー タ を 動 作 さ せ て 内 視 鏡 の 位 置 を 変 化 さ せ る と 、 そ の
位 置 変 化 に 応 じ て デ ィ ス プ レ ー 上 の 映 像 が 傾 い た り 倒 立 し た り し て 、 非 常 に モ ニ タ ー 画 面
が 見 苦 し く な る と い う 不 都 合 を 内 在 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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前 記 の よ う に 内 視 鏡 を ロ ボ ッ ト ア ー ム に 保 持 さ せ 、 手 操 作 や 足 操 作 そ の 他 音 声 操 作 （ ボ イ
ス オ ペ レ ー シ ョ ン ） 等 に よ り 制 御 的 な 動 作 を 与 え る 所 謂 「 内 視 鏡 下 手 術 支 援 ロ ボ ッ ト 」 は
、 助 手 の 肉 体 的 負 担 を 大 幅 に 軽 減 す る も の で あ り 、 ま た 本 来 的 に よ り 必 要 と さ れ る 高 度 の
手 術 作 業 に 該 助 手 を 加 担 さ せ て 、 術 者 に 対 す る 積 極 的 な 介 助 を 可 能 と す る も の で あ る 。 し
か し 前 記 支 援 型 ロ ボ ッ ト は 、 術 者 に 対 す る 多 角 的 な 支 援 を 実 現 す る た め に 高 い 自 由 度 が 求
め ら れ 、 従 っ て 必 然 的 に 水 平 多 関 節 系 の ア ー ム を 有 す る も の と な っ て い る 。 こ の よ う な 支
援 型 の ロ ボ ッ ト ア ー ム は 、 各 関 節 に 設 け た ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 水 平 多 関 節 運 動 を 付 与
す る も の で あ る た め 、 構 成 が 極 め て 複 雑 に な る ば か り か 制 御 系 も 大 掛 か り と な り 、 従 っ て
シ ス テ ム 全 体 の 価 格 が 高 騰 す る 難 点 も 存 在 す る 。 殊 に シ ス テ ム が 高 価 に な る と 、 如 何 に 内
視 鏡 下 手 術 に 有 効 に 使 用 し 得 る ツ ー ル で あ っ て も 、 広 範 囲 で の 普 及 が 阻 ま れ る 主 要 因 と な
っ て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 前 述 し た 課 題 を 好 適 に 解 決 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ っ て 、 患 者 の 体 腔 に
挿 入 し た 内 視 鏡 に よ り 得 ら れ る デ ィ ス プ レ ー 上 の 映 像 の 揺 れ を 極 力 抑 制 す る こ と が で き て
、 該 映 像 を 看 な が ら 内 視 鏡 下 手 術 を 行 な う 術 者 そ の 他 の 医 療 技 術 者 に 快 適 な 視 覚 環 境 を 提
供 し 得 る と 共 に 、 構 成 が 極 め て 簡 単 な た め に 低 価 格 化 が 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 広 範 囲 へ
の 普 及 を 達 成 し 得 る 内 視 鏡 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 克 服 し 、 所 期 の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 患 者 の 体 腔 に 挿 入 し た 内 視 鏡 に
よ り 得 ら れ る 内 臓 諸 器 官 の 映 像 を 外 部 デ ィ ス プ レ ー に 映 し 出 し 、 術 者 は 該 デ ィ ス プ レ ー 上
の 映 像 を 看 て 手 術 を 行 な う 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に 際 し 、 前 記 内 視 鏡 を 術 者 の 指 示 に 従 い 操 作
自 在 に 保 持 す る 内 視 鏡 保 持 装 置 に お い て 、
手 術 台 に 近 接 し て 位 置 調 節 自 在 に 配 置 さ れ 、 前 記 患 者 の 患 部 上 方 付 近 に 先 端 を 臨 ま せ 得 る
ア ー ム と 、
前 記 ア ー ム の 先 端 近 傍 に 配 設 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 が 体 腔 に 挿 入 さ れ る 部 位 を 略 中 心 と し て 、
平 面 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 左 右 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 保 持 部 と 、
前 記 第 １ 保 持 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 体 腔 挿 入 部 位 を 略 中 心 と し て 、 垂 直 座 標 上 の 円
弧 を 描 い て 上 下 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 保 持 部 と 、
前 記 第 ２ 保 持 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 の 体 腔 挿 入 部 位 を 通 過 点 と す る 斜 め 前 後 方 向 に 移
動 可 能 な 第 ３ 保 持 部 と か ら な り 、
前 記 内 視 鏡 は 、 前 記 第 ３ 保 持 部 に 前 記 斜 め 前 後 方 向 の 軸 線 に 沿 っ て 保 持 さ れ る よ う 構 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 述 し た 如 く 、 従 来 の 水 平 多 関 節 系 の マ ニ ュ ピ レ ー タ を 使 用 し た 自 動 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、
実 際 の 使 用 に 際 し デ ィ ス プ レ ー 上 の 映 像 が 回 転 し た り 、 揺 ら い だ り し て 不 快 で あ り 、 ま た
デ ィ ス プ レ ー の 上 下 や 左 右 で 画 面 が ず れ て く る 等 の 欠 点 を 有 し て い た 。 本 発 明 は 、 こ の よ
う な 水 平 多 関 節 系 の マ ニ ュ ピ レ ー タ に よ る 内 視 鏡 の 保 持 に 内 在 し て い る 欠 点 に 対 処 す る も
の で あ っ て 、 内 視 鏡 が 患 者 の 体 腔 に 挿 入 さ れ る 部 位 を 略 中 心 と し て 、 前 後 方 向 、 左 右 方 向
お よ び 斜 め 上 下 方 向 へ 内 視 鏡 を 移 動 さ せ る 自 由 度 を 付 与 し た こ と を 最 大 の 特 徴 と し て い る
。 す な わ ち 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の 保 持 を 助 手 に 代 わ り ロ ボ ッ ト 化 す る 点 で 特 許 文 献 １ と 共 通
し て い る が 、 そ の 動 作 原 理 と し て は 、 水 平 多 関 節 系 の 動 作 で は な く 、 極 座 標 系 の 動 作 を 採
用 し た も の で あ る 。 こ の 極 座 標 は 殊 に 球 座 標 を 指 称 し 、 「 空 間 の 任 意 の 点 Ｐ を 、 ３ つ の 曲
面 、 す な わ ち 原 点 （ 極 ） ０ を 中 心 と す る 球 面 （ 半 径 γ ） 、 原 点 を 頂 点 と し Ｚ 軸 を 主 軸 と す
る 円 錐 面 （ 頂 角 ２ θ ） 、 Ｚ 軸 を 含 む 平 面 （ Ｚ Ｘ 面 ） と の な す 角 φ の 交 点 と し て 表 す 座 標 。
Ｐ （ γ ， θ ， φ ） 」 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
実 施 例 の 説 明 中 で 後 述 す る 如 く 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 に よ れ ば 、 内 視 鏡 が 体 腔 に
挿 入 さ れ る 部 位 を 原 点 ０ と 仮 想 し た 際 に 、 該 内 視 鏡 が ▲ １ ▼ 前 記 原 点 ０ を 略 中 心 と し て 平
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面 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 左 右 方 向 （ φ 軸 ） に 移 動 す る 自 由 度 と 、 ▲ ２ ▼ 前 記 原 点 ０ を 略 中
心 と し て 垂 直 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 上 下 方 向 （ θ 軸 ） に 移 動 す る 自 由 度 と 、 ▲ ３ ▼ 前 記 原
点 ０ を 通 過 点 と し て 斜 め 前 後 方 向 （ γ 軸 ） に 移 動 す る 自 由 度 と を 有 し て お り 、 か つ 夫 々 の
方 向 へ の 移 動 は モ ニ タ ー 画 面 を 看 視 す る 術 者 の 指 示 に よ り 制 御 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 に つ い て 、 好 適 な 実 施 例 を 挙 げ て 、 添 付 図 面 を 参 照 し
な が ら 以 下 説 明 す る 。 図 １ は 、 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ２ の 平 面 図 で あ っ て 、 該 装
置 ２ ２ の 本 体 部 分 は ア ー ム ２ ４ に 取 付 け ら れ て い る 。 ま た 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 内 視 鏡 保 持
装 置 の 側 面 図 、 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 内 視 鏡 保 持 装 置 の 平 面 拡 大 図 、 図 ４ は 、 図 ２ の 一 部 拡
大 側 面 図 、 図 ５ は 、 図 １ に 示 す 内 視 鏡 保 持 装 置 を Ａ 矢 視 方 向 か ら 観 察 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 内 視 鏡 保 持 装 置 の 全 体 構 成 に つ い て ）
図 １ 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ２ は 、 手 術 台 １ ０ の
傍 ら に 設 置 し た ア ー ム ２ ２ に 取 付 け ら れ て い る 。 す な わ ち 前 記 ア ー ム ２ ２ は 、 手 術 台 １ ０
に 近 接 す る 所 要 の 位 置 に 立 設 し た 直 立 支 柱 ２ ６ と 、 該 直 立 支 柱 ２ ６ の 上 部 に 枢 支 さ れ て 所
要 中 心 角 で 水 平 に 旋 回 可 能 な 第 １ ア ー ム ２ ８ と 、 該 第 １ ア ー ム ２ ８ に 枢 支 さ れ て 所 要 中 心
角 で 水 平 に 旋 回 可 能 な 第 ２ ア ー ム ３ ０ と 、 該 第 ２ ア ー ム ３ ０ に 枢 支 さ れ て 所 要 中 心 角 で 水
平 に 旋 回 可 能 な 第 ３ ア ー ム ３ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 前 記 直 立 支 柱 ２ ６ は 、 図 示 し な い
モ ー タ を 遠 隔 駆 動 す る こ と で 、 所 要 距 離 だ け 上 下 に 移 動 可 能 と す る の が 好 ま し く 、 こ れ に
よ り 前 記 第 ３ ア ー ム ３ ２ に 取 付 け た 内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ２ は 、 患 者 １ ２ の 患 部 と の 間 に 所 要
の 高 さ を 設 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 直 立 支 柱 ２ ６ は 第 １ ア ー ム ２ ８ を 、 第 １ ア ー ム ２
８ は 第 ２ ア ー ム ３ ０ を 、 第 ２ ア ー ム ３ ０ は 第 ３ ア ー ム ３ ２ を 、 各 関 節 機 構 に よ り 回 動 角 度
の 調 節 自 在 に 枢 支 す る よ う に な っ て い る が 、 モ ー タ 等 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ る 制 御 的 な 積
極 駆 動 を 与 え ら れ る も の で は な い 。 す な わ ち ア ー ム ２ ２ は 、 水 平 関 節 系 の マ ニ ュ ピ レ ー タ
形 式 に は な っ て い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ４ は 、 ▲ １ ▼ 前 記 球 座 標 に お い て φ 軸 に 相 当 す る 動 き 、 す な わ ち 内
視 鏡 １ ４ が 体 腔 に 挿 入 さ れ る 部 位 を 略 中 心 と し て 、 平 面 座 標 上 の 円 弧 を 描 く 左 右 方 向 の 動
き を 行 な う 第 １ 保 持 部 ３ ４ と 、 ▲ ２ ▼ 前 記 球 座 標 に お い て θ 軸 に 相 当 す る 動 き 、 す な わ ち
内 視 鏡 １ ４ の 体 腔 挿 入 部 位 を 略 中 心 と し て 、 垂 直 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 上 下 方 向 の 動 き を
行 な う 第 ２ 保 持 部 ３ ６ と 、 ▲ ３ ▼ 前 記 球 座 標 に お い て γ 軸 に 相 当 す る 動 き 、 す な わ ち 内 視
鏡 １ ４ の 体 腔 挿 入 部 位 を 通 過 点 と す る 斜 め 前 後 方 向 の 動 き を 行 な う 第 ３ 保 持 部 ３ ８ と か ら
基 本 的 に 構 成 さ れ る 。 そ し て 前 記 内 視 鏡 １ ４ は 、 前 記 斜 め 前 後 方 向 の 軸 線 に 沿 っ て 前 記 第
３ 保 持 部 ３ ８ に 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ 第 １ 保 持 部 に つ い て ）
内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ２ の 主 要 素 を な す 第 １ 保 持 部 ３ ４ は 、 前 記 第 ３ ア ー ム ３ ２ の 先 端 近 傍 に
枢 着 ピ ン ４ ０ （ 図 １ ） を 介 し て 略 水 平 に 枢 支 さ れ た 第 １ 円 弧 板 ４ ２ と 、 こ の 第 １ 円 弧 板 ４
２ 上 を 案 内 さ れ て 制 御 下 に 円 弧 状 の 左 右 移 動 を 行 な う 第 １ ス ラ イ ダ ４ ４ と か ら 構 成 さ れ て
い る 。 こ こ で 第 １ 円 弧 板 ４ ２ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 内 視 鏡 １ ４ を 患 者 の 体 腔 に 挿 入 し た 部
位 Ｐ を 略 中 心 と す る 平 面 座 標 上 の 円 弧 を 描 く 板 体 で あ っ て 、 そ の 半 径 は 実 際 に 使 用 さ れ る
内 視 鏡 １ ４ の 長 さ に 応 じ て 適 宜 の 寸 法 に 設 定 さ れ る 。 ま た 第 １ 円 弧 板 ４ ２ の 円 弧 長 は 、 こ
れ に 搭 載 さ れ て 左 右 の 円 弧 状 移 動 を 行 な う 第 １ ス ラ イ ダ ４ ４ に 要 求 さ れ る 移 動 量 に 依 存 し
、 実 施 例 で は 円 弧 角 が 略 １ ０ ０ ° と な る よ う 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 第 １ 円 弧 板 ４ ２ は 、 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 内 側 を な す 一 方 の 円 弧 状 側 面
に 円 弧 状 の レ ー ル か ら な る ガ イ ド 部 ４ ６ が 配 設 さ れ る と 共 に 、 外 側 を な す 他 方 の 円 弧 状 側
面 に 円 弧 状 の ギ ヤ 列 か ら な る ラ ッ ク ４ ８ を 備 え て い る 。 そ し て 前 記 第 １ ス ラ イ ダ ４ ４ は 、
円 弧 状 ガ イ ド 部 ４ ６ を 跨 い で 該 ガ イ ド 部 ４ ６ に 案 内 さ れ つ つ 移 動 可 能 な サ ド ル 部 ５ ０ を 備
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え て い る 。 す な わ ち 第 １ ス ラ イ ダ ４ ４ は 、 前 記 サ ド ル 部 ５ ０ を 介 し て 第 １ 円 弧 板 ４ ２ に 搭
載 さ れ 、 円 弧 状 ガ イ ド 部 ４ ６ に 沿 っ て 円 弧 状 の 左 右 移 動 を 行 な う よ う に な っ て い る 。 ま た
第 １ ス ラ イ ダ ４ ４ は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 水 平 に 延 出 す る ブ ラ ケ ッ ト ５ ２ を 備 え 、 こ の ブ ラ
ケ ッ ト ５ ２ の 所 要 個 所 に 第 １ モ ー タ ５ ４ が 倒 立 配 置 さ れ て い る 。 こ の 第 １ モ ー タ ５ ４ の 回
転 軸 に は 第 １ ピ ニ オ ン ギ ヤ ５ ６ が 設 け ら れ 、 該 第 １ ピ ニ オ ン ギ ヤ ５ ６ は 前 記 円 弧 状 ラ ッ ク
４ ８ と 噛 合 し て い る 。 従 っ て 、 制 御 系 （ 図 示 せ ず ） か ら の 指 令 に よ り 前 記 第 １ モ ー タ ５ ４
を 正 逆 回 転 さ せ れ ば 、 円 弧 状 ラ ッ ク ４ ８ に 噛 合 し て い る 第 １ ピ ニ オ ン ギ ヤ ５ ６ も 正 逆 回 転
し て 、 前 記 第 １ ス ラ イ ダ ４ ４ に 前 記 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 略 中 心 と す る 平 面 座 標 上 の 左 右 円 弧
移 動 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 第 ２ 保 持 部 に つ い て ）
内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ２ の 主 要 素 を な す 第 ２ 保 持 部 ３ ６ は 、 前 記 第 １ 保 持 部 ３ ４ に お け る 第 １
ス ラ イ ダ ４ ４ の 上 面 に 直 立 的 に 配 設 さ れ る 第 ２ 円 弧 板 ５ ８ と 、 こ の 第 ２ 円 弧 板 ５ ８ 上 を 案
内 さ れ つ つ 遠 隔 制 御 下 に 上 下 へ の 円 弧 移 動 を 行 な う 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ と か ら 構 成 さ れ て い
る 。 こ こ で 第 ２ 円 弧 板 ５ ８ は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 内 視 鏡 １ ４ の 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 略 中 心 と
す る 垂 直 座 標 上 の 円 弧 を 描 く 板 体 で あ り 、 そ の 半 径 は 内 視 鏡 １ ４ の 長 さ に 応 じ て 適 宜 の 寸
法 に 設 定 さ れ る 。 ま た 第 ２ 円 弧 板 ５ ８ の 円 弧 長 は 、 こ れ に 搭 載 さ れ て 上 下 の 円 弧 状 移 動 を
行 な う 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ に 要 求 さ れ る 移 動 量 に 依 存 し 、 実 施 例 で は 略 １ ０ ０ ° の 円 弧 角 と
な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 第 ２ 円 弧 板 ５ ８ は 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す 如 く 、 そ の 内 側 を な す 一 方 の 円 弧 状 側 面 に
円 弧 状 レ ー ル か ら な る ガ イ ド 部 ６ ２ が 配 設 さ れ る と 共 に 、 外 側 を な す 他 方 の 円 弧 状 側 面 に
円 弧 状 の ギ ヤ 列 か ら な る ラ ッ ク ６ ４ を 備 え て い る 。 そ し て 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ は 、 図 ３
に 示 す 如 く 、 円 弧 状 ガ イ ド 部 ６ ２ を 跨 い で 該 ガ イ ド 部 ６ ２ に 案 内 さ れ る サ ド ル 部 ６ ６ を 備
え て い る 。 す な わ ち 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ は 、 前 記 サ ド ル 部 ６ ６ を 介 し て 第 ２ 円 弧 板 ５ ８ に 搭
載 さ れ 、 円 弧 状 ガ イ ド 部 ６ ２ に 沿 っ て 円 弧 状 の 上 下 移 動 を 行 な う よ う に な っ て い る 。 ま た
第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ は 、 図 ３ に 示 す 如 く 鍵 状 の ブ ラ ケ ッ ト ６ ８ を 備 え 、 該 ブ ラ ケ ッ ト ５ ８ の
所 要 個 所 に 第 ２ モ ー タ ７ ０ が 水 平 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ モ ー タ ７ ０ の 回 転 軸 に は 第
２ ピ ニ オ ン ギ ヤ ７ ２ が 設 け ら れ 、 該 第 ２ ピ ニ オ ン ギ ヤ ７ ２ は 円 弧 状 ラ ッ ク ６ ４ と 噛 合 し て
い る 。 従 っ て 、 制 御 系 か ら の 指 令 に よ り 第 ２ モ ー タ ７ ０ を 正 逆 回 転 さ せ れ ば 、 円 弧 状 ラ ッ
ク ６ ４ に 噛 合 し て い る 第 ２ ピ ニ オ ン ギ ヤ ７ ２ も 正 逆 回 転 し て 、 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ に 前
記 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 略 中 心 と す る 垂 直 座 標 上 の 上 下 円 弧 移 動 を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ 第 ３ 保 持 部 に つ い て ）
内 視 鏡 保 持 装 置 ２ ２ の 主 要 素 を な す 第 ３ 保 持 部 ３ ８ は 、 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ に 設 け た マ
ウ ン ト 部 ７ ４ に 配 設 さ れ 、 斜 め 下 方 に 前 進 移 動 お よ び 後 退 移 動 を な し 得 る リ ニ ア ス ラ イ ダ
と し て 構 成 さ れ る 。 す な わ ち 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ３ 保 持 部 ３ ８ は 真 直 な パ イ プ 部 材 で あ
っ て 、 前 記 マ ウ ン ト 部 ７ ４ に 開 設 し た 所 要 径 の 円 筒 状 通 孔 に 内 挿 さ れ て 、 前 記 体 腔 挿 入 部
位 Ｐ を 通 過 点 と す る 斜 め 前 後 方 向 に 摺 動 自 在 と な っ て い る 。 ま た 第 ３ 保 持 部 ３ ８ を 構 成 す
る パ イ プ 部 材 の 一 側 面 に は 、 長 手 方 向 に 直 線 状 ギ ア 列 か ら な る ラ ッ ク ７ ６ が 形 成 さ れ て い
る 。 そ し て 第 ２ ス ラ イ ダ ６ ０ の 前 記 マ ウ ン ト 部 ７ ４ に は 第 ３ モ ー タ ７ ８ が 水 平 に 配 設 さ れ
、 該 第 ３ モ ー タ ７ ８ の 回 転 軸 に 設 け た 第 ３ ピ ニ オ ン ギ ヤ ８ ０ を 前 記 直 線 状 ラ ッ ク ７ ６ に 噛
合 さ せ て い る 。 従 っ て 、 制 御 系 か ら の 指 令 に よ り 第 ３ モ ー タ ７ ８ を 正 逆 回 転 さ せ れ ば 、 直
線 状 ラ ッ ク ７ ６ に 噛 合 し て い る 第 ３ ピ ニ オ ン ギ ヤ ８ ０ も 正 逆 回 転 し て 、 前 記 リ ニ ア ス ラ イ
ダ で あ る 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 、 前 記 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 通 過 点 と す る 斜 め 前 後 方 向 の 移 動 を 付
与 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 内 視 鏡 １ ４ は 、 そ の 基 部 側 を な す ホ ル ダ 部 ８ ２ を 前 記 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 取 付 け る よ う
に な っ て い る 。 す な わ ち 前 記 マ ウ ン ト 部 ７ ４ に 永 久 磁 石 ８ ４ が 配 設 さ れ 、 こ の 永 久 磁 石 ８
４ に よ り 内 視 鏡 １ ４ の ホ ル ダ 部 ８ ２ を 吸 着 さ せ る こ と で 、 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 対 し て 該 内 視

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-129956 A 2004.4.30



鏡 １ ４ の 着 脱 自 在 な 取 付 け が 達 成 さ れ る 。 こ の 内 視 鏡 １ ４ は 、 第 ３ 保 持 部 ３ ８ の 前 記 斜 め
前 後 方 向 に 延 在 す る 軸 線 に 沿 っ て 取 付 け ら れ る こ と は 勿 論 で あ る 。 こ の よ う に 内 視 鏡 １ ４
を 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 対 し 脱 着 自 在 と す る こ と で 、 該 内 視 鏡 １ ４ を 取 外 し て 容 易 に 煮 沸 消 毒
等 の 感 染 防 止 処 理 を 施 す こ と が で き る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ ４ は 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 磁 気 吸 着 さ
れ て い る だ け で あ る か ら 、 手 術 中 に 不 測 の 原 因 に よ り 該 内 視 鏡 １ ４ と 患 部 と の 間 に 無 理 な
力 が 加 わ る 可 能 性 を 生 じ た と し て も 、 前 記 吸 着 力 の 強 弱 を 予 め 調 節 し て お け ば 、 該 内 視 鏡
１ ４ が 前 記 マ ウ ン ト 部 ７ ４ か ら 外 れ る た め に 患 部 を 損 な う こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ そ の 他 の 機 構 に つ い て ）
第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 保 持 さ れ る 内 視 鏡 １ ４ は 、 前 記 斜 め 前 後 方 向 の 軸 線 を 中 心 に 周 方 向 に 回
動 角 度 の 調 節 自 在 に 回 転 さ せ 得 る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う
に 、 リ ニ ア ス ラ イ ダ と し て の 第 ３ 保 持 部 ３ ８ が 内 挿 保 持 さ れ る マ ウ ン ト 部 ７ ４ に は 、 第 １
ギ ヤ ８ ６ お よ び 第 ２ ギ ヤ ８ ８ が 噛 合 関 係 を も っ て 内 装 さ れ て い る 。 ま た 第 ３ 保 持 部 ３ ８ の
後 端 部 に は 、 内 視 鏡 １ ４ を 回 転 さ せ る た め の 第 ４ モ ー タ ９ ２ が 軸 線 を 整 列 さ せ て 配 設 さ れ
て い る 。 前 記 パ イ プ 部 材 か ら な る 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に は シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） が 内 挿 さ れ 、
該 シ ャ フ ト の 一 方 の 端 部 は 第 ４ モ ー タ ９ ２ の 回 転 軸 に 接 続 さ れ る と 共 に 、 他 方 の 端 部 は 前
記 第 １ ギ ヤ ８ ６ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ に お い て 、 マ ウ ン ト 部 ７ ４ に 収 納 さ れ た 前 記 第 ２ ギ ヤ ８ ８ は 、 そ の 歯 部 を 僅 か に 外 部
側 方 へ 突 出 さ せ て い る 。 ま た マ ウ ン ト 部 ７ ４ に 永 久 磁 石 ８ ４ で 取 付 け ら れ る 内 視 鏡 １ ４ の
ホ ル ダ 部 ８ ２ に も 第 ３ ギ ヤ ９ ０ が 回 転 自 在 に 収 納 さ れ 、 該 第 ３ ギ ヤ ９ ０ の 回 転 軸 に 内 視 鏡
１ ４ の 鏡 軸 が 整 列 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 内 視 鏡 １ ４ の ホ ル ダ 部 ８ ２ を 、 前 記 マ ウ ン
ト 部 ７ ４ の 定 位 置 に 永 久 磁 石 ８ ４ を 介 し て 取 付 け る と 、 該 マ ウ ン ト 部 ７ ４ か ら 外 方 へ 部 分
的 に 突 出 し て い る 第 ２ ギ ヤ ８ ８ が 該 ホ ル ダ 部 ８ ２ に 収 納 し た 前 記 第 ３ ギ ヤ ９ ０ に 噛 合 す る
よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 制 御 系 か ら の 指 令 に よ り 第 ４ モ ー タ ９ ２ を 所 要 角 度 だ け 正 逆
回 転 さ せ れ ば 、 第 １ ギ ヤ ８ ６ 、 第 ２ ギ ヤ ８ ８ お よ び 第 ３ ギ ヤ ９ ０ か ら な る ギ ヤ ト レ イ ン を
介 し て 内 視 鏡 １ ４ に も 所 要 角 度 の 正 逆 回 転 が 与 え ら れ る 。 す な わ ち 内 視 鏡 １ ４ か ら 得 ら れ
る 映 像 を 、 デ ィ ス プ レ ー １ ６ で 術 者 の 必 要 に 応 じ て 任 意 に 回 動 お よ び 停 止 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 の 作 用 ）
次 に 、 本 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 の 使 用 の 実 際 に つ き 説 明 す る 。 先 ず 、 内 視 鏡 １ ４ が
体 腔 に 挿 入 さ れ る 部 位 Ｐ （ こ れ が 原 点 ０ で あ る ） に 関 し て 、 ▲ １ ▼ 第 １ 保 持 部 ３ ４ に 平 面
座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 左 右 方 向 （ φ 軸 ） に 移 動 す る 自 由 度 を 与 え る 第 １ モ ー タ ５ ４ 、 ▲ ２
▼ 第 ２ 保 持 部 ３ ６ に 垂 直 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 上 下 方 向 （ θ 軸 ） に 移 動 す る 自 由 度 を 与 え
る 第 ２ モ ー タ ７ ０ お よ び ▲ ３ ▼ 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 該 部 位 Ｐ を 通 過 点 と し て 斜 め 前 後 方 向 （
γ 軸 ） に 移 動 す る 自 由 度 を 与 え る 第 ３ モ ー タ ７ ８ は 、 何 れ も 図 示 し な い 電 原 お よ び 制 御 回
路 系 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 内 視 鏡 １ ４ は ケ ー ブ ル を 介 し て デ ィ ス プ レ ー １ ６ に 接 続 さ れ
、 該 内 視 鏡 １ ４ に よ り 得 ら れ た 内 臓 諸 器 官 の 映 像 は 、 モ ニ タ ー 画 面 に 映 し 出 さ れ る 。 そ し
て 内 視 鏡 下 手 術 に 際 し 術 者 に よ る 指 示 は 、 ハ ン ド 操 作 や フ ッ ト 操 作 そ の 他 音 声 操 作 （ ボ イ
ス オ ペ レ ー シ ョ ン ） 等 に よ っ て 、 前 記 制 御 回 路 系 を 介 し て 第 １ モ ー タ ５ ４ 、 第 ２ モ ー タ ７
０ お よ び 第 ３ モ ー タ ７ ８ に 与 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
内 視 鏡 下 手 術 に 際 し て は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 手 術 台 １ ０ 上 の 患 者 １ ２ の 腹 部 （ 胸 部 ） に
内 視 鏡 １ ４ （ 鉗 子 ２ ０ ） を 挿 入 す る の に 必 要 な 切 開 を 行 な い 、 各 切 開 部 に 前 記 カ ニ ュ ー レ
１ ８ を 介 し て 該 内 視 鏡 １ ４ を 挿 入 す る 。 こ の 場 合 に 、 内 視 鏡 １ ４ と 共 に 切 開 部 に 挿 入 さ れ
た 個 所 Ｐ が 、 前 述 し た 球 座 標 に お け る 原 点 ０ と な る も の で あ る 。 そ し て 内 視 鏡 １ ４ を 介 し
て デ ィ ス プ レ ー １ ６ に 映 し 出 さ れ た 腹 腔 中 の 映 像 を 、 術 者 は 視 覚 で 確 認 し つ つ 指 示 を 行 な
う こ と で 、 前 記 制 御 回 路 系 を 介 し て 第 １ モ ー タ ５ ４ 、 第 ２ モ ー タ ７ ０ お よ び 第 ３ モ ー タ ７
８ が 単 独 で 、 ま た は 同 期 的 に 駆 動 さ れ て 、 前 記 第 １ 保 持 部 ３ ４ 、 第 ２ 保 持 部 ３ ６ お よ び 第
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３ 保 持 部 ３ ８ に 所 期 の 動 き を 付 与 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
す な わ ち 第 １ モ ー タ ５ ４ が 付 勢 さ れ る と 、 第 １ 保 持 部 ３ ４ は 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 略 中 心 と し
て 平 面 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 左 右 方 向 （ φ 軸 ） に 移 動 す る 。 ま た 第 ２ モ ー タ ７ ０ が 付 勢 さ
れ る と 、 第 ２ 保 持 部 ３ ６ は 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 略 中 心 と し て 垂 直 座 標 上 の 円 弧 を 描 い て 上 下
方 向 （ θ 軸 ） に 移 動 す る 。 更 に 第 ３ モ ー タ ７ ８ が 付 勢 さ れ る と 、 第 ３ 保 持 部 ３ ８ は 体 腔 挿
入 部 位 Ｐ を 通 過 点 と し て 斜 め 前 後 方 向 （ γ 軸 ） に 移 動 す る 。 こ れ ら 第 １ 保 持 部 ３ ４ 、 第 ２
保 持 部 ３ ６ お よ び 第 ３ 保 持 部 ３ ８ の 動 き は 、 何 れ も 内 視 鏡 １ ４ を 体 腔 に 挿 入 し た 部 位 Ｐ を
略 中 心 と す る も の で あ る 。 し か も 内 視 鏡 １ ４ は 、 前 記 の 如 く 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に お け る 斜 め
前 後 方 向 の 軸 線 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る か ら 、 該 内 視 鏡 １ ４ は 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 従 っ た 移
動 を 行 な う 。 従 っ て 、 第 １ 保 持 部 ３ ４ 、 第 ２ 保 持 部 ３ ６ お よ び 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に お け る 各
動 き を 合 成 し た 動 き は 、 そ の ま ま 内 視 鏡 １ ４ に 前 記 球 座 標 に お け る φ 軸 、 θ 軸 お よ び γ 軸
の 合 成 運 動 と し て 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う に 内 視 鏡 １ ４ は 、 体 腔 挿 入 部 位 Ｐ を 略 中 心 と す る 球 座 標 上 の 動 き を 行 な う も の で
あ る た め 、 該 内 視 鏡 １ ４ が 捉 え る 腹 腔 中 の 映 像 の 上 下 、 左 右 は 常 に 一 定 と な っ て お り 、 デ
ィ ス プ レ ー １ ６ の モ ニ タ ー 画 面 が 回 転 し た り 踊 っ た り す る こ と が な い 。 ま た 第 ３ モ ー タ ７
８ を 付 勢 す る と 、 内 視 鏡 １ ４ は 腹 腔 中 へ 前 進 し た り 後 退 し た り し て 、 モ ニ タ ー 画 面 の ズ ー
ム イ ン お よ び ズ ー ム ア ウ ト を 行 な う が 、 こ の 場 合 も 画 面 の 回 転 や 揺 れ を 生 ず る こ と が な く
、 デ ィ ス プ レ ー １ ６ を 注 視 し て い る 術 者 や 助 手 等 に 不 快 感 を 与 え る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 第 ４ モ ー タ ９ ２ を 付 勢 す る こ と で 、 内 視 鏡 １ ４ は 第 ３ 保 持 部 ３ ８ に 対 し 斜 め 前 後 方
向 の 軸 線 を 中 心 に 周 方 向 へ の 回 動 を 行 な い 、 ま た 角 度 調 節 自 在 に 停 止 さ せ る こ と が で き る
。 但 し 、 こ れ は 術 者 が デ ィ ス プ レ ー １ ６ 上 の 映 像 を 意 図 的 に 回 転 さ せ て 、 更 に 詳 細 な 観 察
を 行 な い た い 場 合 に な さ れ る 任 意 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に 説 明 し た 如 く 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 に よ れ ば 、 内 視 鏡 を 保 持 す る 機 構 と し
て 球 座 標 系 を 採 用 し た の で （ 水 平 関 節 系 で な く ） 、 患 者 の 体 腔 に 挿 入 し た 内 視 鏡 に よ り 得
ら れ る デ ィ ス プ レ ー 上 の 映 像 の 回 転 や 揺 れ を 抑 制 す る こ と が で き 、 該 映 像 を 看 な が ら 内 視
鏡 下 手 術 を 行 な う 術 者 そ の 他 の 医 療 技 術 者 に 快 適 な 視 覚 環 境 を 提 供 し 得 る も の で あ る 。 ま
た 、 構 成 を 極 め て 簡 単 に な し 得 る の で 低 価 格 化 が 可 能 で あ り 、 内 視 鏡 を 手 で 保 持 す る 助 手
を 他 の 本 来 的 な 手 術 業 務 に 投 入 す る の に 有 用 な こ の 種 の 内 視 鏡 保 持 装 置 に つ い て 、 広 範 囲
な 普 及 を 促 進 し 得 る 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 の 平 面 図 で あ っ て 、 装 置 本 体 部 分 が ア ー ム に 取 付 け
ら れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 内 視 鏡 保 持 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 内 視 鏡 保 持 装 置 の 平 面 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 一 部 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す 内 視 鏡 保 持 装 置 を Ａ 矢 視 方 向 か ら 観 察 し た 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 保 持 装 置 の 全 体 斜 視 図 で あ っ て 、 手 術 台 の 傍 ら に 設 置 さ れ て
い る 。
【 図 ７ 】 手 術 台 上 の 患 者 に 内 視 鏡 下 手 術 を 行 な っ て い る 状 態 を 示 す 概 略 平 面 図 で あ っ て 、
内 視 鏡 に よ り 得 ら れ た 内 臓 諸 器 官 は デ ィ ス プ レ ー に 映 し 出 さ れ て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 手 術 台 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ 　 患 者
１ ４ 　 内 視 鏡 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ６ 　 デ ィ ス プ レ ー
１ ８ 　 カ ニ ュ ー レ 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 鉗 子
２ ２ 　 内 視 鏡 保 持 装 置 　 　 　 　 　 　 ２ ４ 　 ア ー ム
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２ ６ 　 直 立 支 柱 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ 　 第 １ ア ー ム
３ ０ 　 第 ２ ア ー ム 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ２ 　 第 ３ ア ー ム
３ ４ 　 第 １ 保 持 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ６ 　 第 ２ 保 持 部
３ ８ 　 第 ３ 保 持 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ０ 　 枢 着 ピ ン
４ ２ 　 第 １ 円 弧 板 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ４ 　 第 １ ス ラ イ ダ
４ ６ 　 円 弧 状 ガ イ ド 部 　 　 　 　 　 　 ４ ８ 　 円 弧 状 ラ ッ ク
５ ０ 　 サ ド ル 部 （ 第 １ ス ラ イ ダ の ） 　 ５ ２ 　 ブ ラ ケ ッ ト （ 第 １ ス ラ イ ダ の ）
５ ４ 　 第 １ モ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ６ 　 第 １ ピ ニ オ ン ギ ヤ
５ ８ 　 第 ２ 円 弧 板 　 　 　 　 　 　 　 　 ６ ０ 　 第 ２ ス ラ イ ダ
６ ２ 　 円 弧 状 ガ イ ド 部 　 　 　 　 　 　 ６ ４ 　 円 弧 状 ラ ッ ク
６ ６ 　 サ ド ル 部 （ 第 ２ ス ラ イ ダ の ） 　 ６ ８ 　 ブ ラ ケ ッ ト （ 第 ２ ス ラ イ ダ の ）
７ ０ 　 第 ２ モ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ２ 　 第 ２ ピ ニ オ ン ギ ヤ
７ ４ 　 マ ウ ン ト 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ７ ６ 　 直 線 状 ラ ッ ク
７ ８ 　 第 ３ モ ー タ 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ ０ 　 第 ３ ピ ニ オ ン ギ ヤ
８ ２ 　 ホ ル ダ 部 （ 内 視 鏡 の ） 　 　 　 　 ８ ４ 　 永 久 磁 石
８ ６ 　 第 １ ギ ヤ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ ８ 　 第 ２ ギ ヤ
９ ０ 　 第 ３ ギ ヤ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ 　 　 体 腔 挿 入 部 位
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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